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令和２年度も残すところ１か月となりました。コロナ禍のために７月からの再開となった今

年度ですが、子どもたちの一年間の成長にはとても大きいものがあり、学習や生活の様子を見

るたびに感心させられます。一つ上の学年に進む準備が整いつつあることが分かります。 

 

「令和３年度に向けて」 

４月から最上級生となる５年生が、たてわり活動（全学年が混じったグループ交流活動）で

まとめ役を始めました。緊張しながらもしっかりと声をかけ進めていこうとする姿に、頼もし

さが感じられるようになりました。その支えとなっているのは、各グループの活動を６年生一

人ひとりが真剣に考え準備し取り組んできた姿です。良いロールモデルが身近にいたので、自

分たちも頑張ろうと、気持ちが引き継がれているのでしょう。来年度も楽しみです。 

 

各教科の学習から、子どもたちが新たな探究課題を見つけられるような体験も重要です。 

新型コロナウィルスの終息を待ってからとはなりますが、新しい学習指導要領のもとでの学

習に向けて、持続可能な体験型の学習を計画できたらと思います。例えば、海老名や綾瀬、大

和の方に時間をかけずに行ける可能性があることから、高学年で神奈川新聞の綾瀬工場や雪印

メグミルクの海老名工場などの校外学習を検討したり、６年生の社会科の平和な社会の実現に

関する学習で、海上自衛隊厚木航空基地で話が聞いたりすることができたら、よい学びになる

かもしれません。可能性を模索していけるとよいです。 

 

変更や中止を余儀なくされた行事などが多くありましたが、ピンチをチャンスに、令和の時

代を創っていく持続可能な取り組みを創造しようと来年度の立案を始めています。運動会は5

月下旬に戻りますが、イベント色が強かった行事から、学習を発表する場として整備していく

ことで、子どもたちの活躍の場を確保しながらもより効果的に行えるのではないかと話し合い

を進めています。今年のようにお弁当なしの午前中開催で充分行えるだろうとの見込みです。 

ＰＴＡの皆様を始め、保護者・地域の皆様には、いつも温かいご支援ご協力をいただきまし

た。本当にありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 

 

欠席等 連絡メールをご活用下さい！ 

  ＊昼夜問わずご利用でき便利です。 

 

次年度にむけて 

校長 藤田 優   

 


